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上海市·江蘇省·浙江省
ODAマップ ODA PROJECT MAP IN 

SHANGHAI, JIANGSU, ZHEJIANG

民

　これらの案件の中には、北京首都空港、北京市地下鉄（1号線、
13号線）、北京上下水道施設（第9浄水場、高碑店汚水処理場）、上
海浦東空港、重慶市モノレール、武漢長江第2大橋など、中国の
人々にとって既に身近になっている円借款プロジェクトが数多く
あります。また、北京の日中友好病院に代表されるような中国の
人々の暮らしの向上に直結するプロジェクトも無償資金協力及び
技術協力により行ってまいりました。

日本の経済協力は、日本国民の税金等を原資に、中国
の鉄道、道路、港湾、空港などのインフラの整備から農
村開発、環境保全、保健・医療の向上、教育・文化の振
興など幅広い分野で使われ、その対象は中国の全ての
省・自治区・直轄市に及んでいます。

　円借款については2007年12月に最後の新規供与を行うための交換
公文の署名が日中政府間でなされ、円借款は円満終了の運びとなりま
した。このような経済協力内容の変化は、中国が中国自身の努力により
経済発展を成し遂げた結果であり、その過程で我が国の援助が有効に
活用され中国の経済発展と日中協力に積極的役割を果たしたことは喜
ぶべきことです。また、今や中国自身も他の途上国に対して援助を積極
的に行っており、今後は日中双方が協力してアジア・アフリカ等の途上
国に援助を提供することについても日中間で対話を進めていくことが
できるまでになりました。

中国の経済発展に伴い、今日では経済協力内容も変化し、環
境や感染症等の問題の解決、日中両国民間の相互理解の増
進に資する分野等を重点に支援を行っております。

胡錦濤主席訪日時の日中首脳会談における発言（2008年5月）

　日本政府と日本国民が円借款等により、中国の近代化を支え
てくれたことに心から感謝。

胡錦濤主席の早稲田大学における講演（2008年5月）

　中国の近代化建設において、日本政府は中国に円借款協力を
提供し、中国のインフラ建設、環境保護、エネルギー開発、科学
技術の発展を支持し、中国の近代化建設を促進する上で積極的
な役割を果たしました。日本各界の方々はさまざまな形で中国
の近代化建設に暖かい支援を提供しました。大勢の日本の方々
が中日友好事業のために心血を注がれたことを、中国人民は永
遠に銘記していきます。

温家宝総理の国会における演説（2007年4月）

　中日友好関係の発展は、両国人民に確実な利益をもたらし
ました。中国の改革開放と近代化建設は日本政府と国民から支
持と支援を頂きました。これを中国人民はいつまでも忘れませ
ん。

　双方は、2008年に終了する日本の対中円借款が、中国の経済
建設及び経済面での日中協力に積極的役割を果たしたとの認
識で一致し、中国側はこのことに対して感謝の意を表明した。双
方は、協力して第三国に援助を提供する問題について対話を行
うことで一致した。 

温家宝総理訪日時の日中共同プレス発表（2007年4月）

　2008年5月に発生した四川大地震に対
し、海外からの初めての救援チームとして
日本の国際緊急援助隊救援チームが最も
早く中国に入り、救援活動を実施したほか、
日本政府は、緊急援助物資供与、医療チー
ムの派遣、追加の物資供与など、被災者へ
の救援活動を継続的に行いました。2011
年3月に発生した東日本大震災では、JICA
プロジェクトの中国側実施機関である中国
地震局が編成した中国の緊急援助隊が日
本に派遣されました。協力活動を通じた日
頃の関係強化が相互の助け合いにつな
がった好例といえます。

四川大地震に対する
国際緊急援助隊の派遣

日本の緊急援助隊チームによる
救援活動の様子

1978年に訪中した邓小平副総理（当時）と福田赳夫総理（当
時）。日本の対中国経済協力は1979年から開始された。

　この考えは、中国が改革・開放政策を打ち出して間もない1979年12月
に訪中した当時の大平正芳総理の演説で述べられています。（下の囲み
参照）まさに、このような考え方の下に、我が国は、1979年以来30年以上に
わたり中国に対する経済協力を実施してきました。その累計額は、約3兆
6461億円（交換公文ベース、中国人民元で約2852億元に相当）に上り
ます。

改革・開放政策を進める中国の更なる安定と発展、また、日中
両国の友好協力関係の更なる強化は、アジア・太平洋、ひい
ては世界の安定と発展にとり極めて重要です。

四川省涼山州で活動していた青年海外協力
隊員（日本語教師）   撮影：佐渡多真子

重慶モノレール建設事業

在湖南省开展工作的青年海外协力队员
（幼儿园教师）

はじめに

「世界の国々が貴国（中国）の近代化政策を祝福すべきもの
として受けとめているのは、この政策に国際協調の心棒が
通っており、より豊かな中国の出現がよりよき世界につなが
るとの期待が持てるからに外なりません。我が国が中国の近
代化に協力するとの方針を強く打ち出した所以も、我が国独
自の考え方に加えて、このような世界の期待に裏打ちされて
いるからであります。」

対中経済協力についての日本の考え方
（1979年12月7日、大平正芳総理（当時）の講演より抜粋）　

協力実績

技術協力プロジェクト 件数 17 125

専門家派遣 人数 212 9,220

研修員受入 人数 984 36,755

開発調査 件数 - 212

青年海外協力隊 人数 19 794

シニア海外ボランティア 人数 2 32

草の根技術協力プロジェクト 件数 14 190

有償資金協力（借款契約ベース） 件数 0 367

技術協力 8.39億円 1,831.19億円

有償資金協力 － 33,165億円
 

  

無償資金協力(JICA担当分) 0.72億円 1398.33億円 
  (~2013年度)

■件数・人数

■金額

事業形態　 2014年度
（新規および継続）

累 計
（1979-2014年度）

　 2014年度累 計
（1979-2014年度）

浙江省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計30件

上海市における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計8件

江蘇省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計33件

■上海市楊浦区社会福利院 (2010)

■上海市江橋老人ホーム(1992)

■上海市上海駅地区清掃車供与(1993)

■上海市に対するSARS予防治療(2003)

■上海市徐匯区星雨自閉症児童トレーニングセンター(2005)

■金華県湯渓鎮
　養老院(1996)

■永嘉県五尺郷
　前山道路(1998)

■縉雲県七里郷中心小学校(1995)

■縉雲県婦幼保健院(1996)

■開化県
　総合福利院
　(1997)

■開化県塘塢
　郷敬老院
　(2012)

■天台県南屏郷
　中学校(2002)

■遂昌県王村口中心衛生(2000)

■龍泉市安仁鎮分散型
　汚水処理場
　(2009)

■龍泉市小梅鎮
　中心衛生院
　(2005)

■景寧県畲族第一
　中学校(2000)

■景寧県畲族自治県
　母子保健院(1999)

■象山県身体障害者
　リハビリセンター
　(1995)

■舟山市定海区
　白泉老人ホーム
　(2001)

■青浦県任屯村上下水道改善
　(1992)

■松江県永福小学校再建
　(1991)

■徳清県婦幼保健院
　(1998)

杭州市

■臨安市青少年
　活動センター
　(2000)

■桐廬県
　婦幼保健院
　(1998)

■浦江県礼張中心
　小学校(1999)

■淳安県威坪鎮
　中心小学校
　(2000)

■蘭溪市蘭江
　福利院(2000)

■蘭溪市孟湖郷(李漁)
　中学校(2001)

■衢江区上方
　中心衛生院
　(2007)

■常山県輝埠鎮
　中学校(2002)

■衢州市災害
　救援センター
　(1999)

■浙江省農業庁地下排水
   試験田協力事業(1992)

■嘉興市身障者活動
　センター(1999)

■紹興市新昌県
　体育場(1997)

■江山市四都鎮
　生活汚水処理場
　(2010)

■瑞安市湖嶺鎮中学校(1997)

■温州市五鳳ショウ
　郷中学校(1994)

■上海市南匯桃源児童家庭保育
　サービスセンター
　(2007)

■徐州市銅山聾唖学校(1996)

■徐州市睢寧県精神病診療設備（2015）

■新沂市草橋鎮
　堰頭中心小学校
　(2004)

■新沂市馬陵山中心
　衛生院総合棟建設
　(2008)

■連雲港市贛楡県金山鎮公衆衛生計画(2011)

■連雲港市東海県南辰中心小学校(1996)

■連雲港市第一人民病院東方病院(2007)

■連雲港市母子保健院(2002)

■灌雲県沂北衛生院(1996)

■灌南県大北·康渡両村水道整備(1997)

■濱海県新港郷橋梁(1998)

■塩城市身障児童リハビリセンター(2001)

■南通市南通特殊教育センター(2010)

■江陰市連携公衆衛生計画(2011)

■淮安市飲料水改善(1991)

■淮安市徐溜中学校(2001)

■淮安市大気汚染観測預報システム(2015)

■無錫市レイオフ女性労働者再就職センター(1999)

■無錫市恵山区鉄路橋村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■無錫市恵山区前洲街道鉄路橋村農業高付加価値化(2014）

■泰州市特殊教育学校(1998)

■泰州市母子保健院(2001)

■宜興市丁蜀鎮浦南村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■南京市江浦県龍山村井戸堀(1994)

■江蘇省聾唖学校(1993)

■南京市身障児童家庭医療センター(1998)

■南京市社会福利院身障者リハビリセンター(2000)

■江蘇省聾唖児童リハビリセンター(2007)

■南京市六合区竹鎮鎮大泉村 
梅営組生活汚水処理(2013)

■揚州市高郵児童福利院(2000)

■揚州市天海職業技術学校(2006)

■宝応県白田幼稚園(1997)

■儀征市青山郷水道整備(1999)

国際協力機構（JICA）
中華人民共和国事務所

〒100004
北京市朝陽区東三環北路5号

北京発展大厦400号 
TEL: +86-10-6590-9250

URL: www.jica.go.jp/china/

在中国日本国大使館
〒100600

北京市朝陽区
亮馬橋東街１号 

TEL:+86-10-8531-9800
URL: www.cn.emb-japan.go.jp

在上海日本国総領事館
〒200336

上海市万山路8号 
TEL:+86-21-5257-4766
URL: www.shanghai.cn.

emb-japan.go.jp

製作・著作： JICA    協力：在中国日本国大使館

北京発展大厦400室

地下鉄亮馬橋A(西北)出口

崑崙飯店

南銀大厦

燕莎商場

至国貿橋

長城飯店

農業展覧館

日中青年
交流センター

至首都空港

東
三
環
路

燕莎橋

三元橋

高速道路

日本大使館

ウェスティンホテル

　JICAは日本のODA実施機関として、国際機関への資金の

拠出を除く、二国間援助の3つの手法「技術協力」「有償資金

協力」「無償資金協力」を一元的に担っています。

　世界最大規模の二国間援助機関であるJICAは、約100ヵ所

にのぼる海外拠点を窓口として、世界150以上の国と地域で

事業展開しています。

北

国際協力機構（JICA）中華人民共和国事務所 
および 在中国日本国大使館 周辺地図

南京市
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上海市·江蘇省·浙江省
ODAマップ
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民

　これらの案件の中には、北京首都空港、北京市地下鉄（1号線、
13号線）、北京上下水道施設（第9浄水場、高碑店汚水処理場）、上
海浦東空港、重慶市モノレール、武漢長江第2大橋など、中国の
人々にとって既に身近になっている円借款プロジェクトが数多く
あります。また、北京の日中友好病院に代表されるような中国の
人々の暮らしの向上に直結するプロジェクトも無償資金協力及び
技術協力により行ってまいりました。

日本の経済協力は、日本国民の税金等を原資に、中国
の鉄道、道路、港湾、空港などのインフラの整備から農
村開発、環境保全、保健・医療の向上、教育・文化の振
興など幅広い分野で使われ、その対象は中国の全ての
省・自治区・直轄市に及んでいます。

　円借款については2007年12月に最後の新規供与を行うための交換
公文の署名が日中政府間でなされ、円借款は円満終了の運びとなりま
した。このような経済協力内容の変化は、中国が中国自身の努力により
経済発展を成し遂げた結果であり、その過程で我が国の援助が有効に
活用され中国の経済発展と日中協力に積極的役割を果たしたことは喜
ぶべきことです。また、今や中国自身も他の途上国に対して援助を積極
的に行っており、今後は日中双方が協力してアジア・アフリカ等の途上
国に援助を提供することについても日中間で対話を進めていくことが
できるまでになりました。

中国の経済発展に伴い、今日では経済協力内容も変化し、環
境や感染症等の問題の解決、日中両国民間の相互理解の増
進に資する分野等を重点に支援を行っております。

胡錦濤主席訪日時の日中首脳会談における発言（2008年5月）

　日本政府と日本国民が円借款等により、中国の近代化を支え
てくれたことに心から感謝。

胡錦濤主席の早稲田大学における講演（2008年5月）

　中国の近代化建設において、日本政府は中国に円借款協力を
提供し、中国のインフラ建設、環境保護、エネルギー開発、科学
技術の発展を支持し、中国の近代化建設を促進する上で積極的
な役割を果たしました。日本各界の方々はさまざまな形で中国
の近代化建設に暖かい支援を提供しました。大勢の日本の方々
が中日友好事業のために心血を注がれたことを、中国人民は永
遠に銘記していきます。

温家宝総理の国会における演説（2007年4月）

　中日友好関係の発展は、両国人民に確実な利益をもたらし
ました。中国の改革開放と近代化建設は日本政府と国民から支
持と支援を頂きました。これを中国人民はいつまでも忘れませ
ん。

　双方は、2008年に終了する日本の対中円借款が、中国の経済
建設及び経済面での日中協力に積極的役割を果たしたとの認
識で一致し、中国側はこのことに対して感謝の意を表明した。双
方は、協力して第三国に援助を提供する問題について対話を行
うことで一致した。 

温家宝総理訪日時の日中共同プレス発表（2007年4月）

　2008年5月に発生した四川大地震に対
し、海外からの初めての救援チームとして
日本の国際緊急援助隊救援チームが最も
早く中国に入り、救援活動を実施したほか、
日本政府は、緊急援助物資供与、医療チー
ムの派遣、追加の物資供与など、被災者へ
の救援活動を継続的に行いました。2011
年3月に発生した東日本大震災では、JICA
プロジェクトの中国側実施機関である中国
地震局が編成した中国の緊急援助隊が日
本に派遣されました。協力活動を通じた日
頃の関係強化が相互の助け合いにつな
がった好例といえます。

四川大地震に対する
国際緊急援助隊の派遣

日本の緊急援助隊チームによる
救援活動の様子

1978年に訪中した邓小平副総理（当時）と福田赳夫総理（当
時）。日本の対中国経済協力は1979年から開始された。

　この考えは、中国が改革・開放政策を打ち出して間もない1979年12月
に訪中した当時の大平正芳総理の演説で述べられています。（下の囲み
参照）まさに、このような考え方の下に、我が国は、1979年以来30年以上に
わたり中国に対する経済協力を実施してきました。その累計額は、約3兆
6461億円（交換公文ベース、中国人民元で約2852億元に相当）に上り
ます。

改革・開放政策を進める中国の更なる安定と発展、また、日中
両国の友好協力関係の更なる強化は、アジア・太平洋、ひい
ては世界の安定と発展にとり極めて重要です。

四川省涼山州で活動していた青年海外協力
隊員（日本語教師）   撮影：佐渡多真子

重慶モノレール建設事業

在湖南省开展工作的青年海外协力队员
（幼儿园教师）

はじめに

「世界の国々が貴国（中国）の近代化政策を祝福すべきもの
として受けとめているのは、この政策に国際協調の心棒が
通っており、より豊かな中国の出現がよりよき世界につなが
るとの期待が持てるからに外なりません。我が国が中国の近
代化に協力するとの方針を強く打ち出した所以も、我が国独
自の考え方に加えて、このような世界の期待に裏打ちされて
いるからであります。」

対中経済協力についての日本の考え方
（1979年12月7日、大平正芳総理（当時）の講演より抜粋）　

協 力 実 績

技術協力プロジェクト 件数 17 125

専門家派遣 人数 212 9,220

研修員受入 人数 984 36,755

開発調査 件数 - 212

青年海外協力隊 人数 19 794

シニア海外ボランティア 人数 2 32

草の根技術協力プロジェクト 件数 14 190

有償資金協力（借款契約ベース） 件数 0 367

技術協力 8.39億円 1,831.19億円

有償資金協力 － 33,165億円 
  

無償資金協力(JICA担当分) 0.72億円 1398.33億円 
  (~2013年度)

■件数・人数

■金額

事業形態 　 2014年度
（新規および継続）

累 計
（1979-2014年度）

　 2014年度 累 計
（1979-2014年度）

浙江省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計30件

上海市における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計8件

江蘇省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計33件

■上海市楊浦区社会福利院 (2010)

■上海市江橋老人ホーム(1992)

■上海市上海駅地区清掃車供与(1993)

■上海市に対するSARS予防治療(2003)

■上海市徐匯区星雨自閉症児童トレーニングセンター(2005)

■金華県湯渓鎮
　養老院(1996)

■永嘉県五尺郷
　前山道路(1998)

■縉雲県七里郷中心小学校(1995)

■縉雲県婦幼保健院(1996)

■開化県
　総合福利院
　(1997)

■開化県塘塢
　郷敬老院
　(2012)

■天台県南屏郷
　中学校(2002)

■遂昌県王村口中心衛生(2000)

■龍泉市安仁鎮分散型
　汚水処理場
　(2009)

■龍泉市小梅鎮
　中心衛生院
　(2005)

■景寧県畲族第一
　中学校(2000)

■景寧県畲族自治県
　母子保健院(1999)

■象山県身体障害者
　リハビリセンター
　(1995)

■舟山市定海区
　白泉老人ホーム
　(2001)

■青浦県任屯村上下水道改善
　(1992)

■松江県永福小学校再建
　(1991)

■徳清県婦幼保健院
　(1998)

杭州市

■臨安市青少年
　活動センター
　(2000)

■桐廬県
　婦幼保健院
　(1998)

■浦江県礼張中心
　小学校(1999)

■淳安県威坪鎮
　中心小学校
　(2000)

■蘭溪市蘭江
　福利院(2000)

■蘭溪市孟湖郷(李漁)
　中学校(2001)

■衢江区上方
　中心衛生院
　(2007)

■常山県輝埠鎮
　中学校(2002)

■衢州市災害
　救援センター
　(1999)

■浙江省農業庁地下排水
   試験田協力事業(1992)

■嘉興市身障者活動
　センター(1999)

■紹興市新昌県
　体育場(1997)

■江山市四都鎮
　生活汚水処理場
　(2010)

■瑞安市湖嶺鎮中学校(1997)

■温州市五鳳ショウ
　郷中学校(1994)

■上海市南匯桃源児童家庭保育
　サービスセンター
　(2007)

■徐州市銅山聾唖学校(1996)

■徐州市睢寧県精神病診療設備（2015）

■新沂市草橋鎮
　堰頭中心小学校
　(2004)

■新沂市馬陵山中心
　衛生院総合棟建設
　(2008)

■連雲港市贛楡県金山鎮公衆衛生計画(2011)

■連雲港市東海県南辰中心小学校(1996)

■連雲港市第一人民病院東方病院(2007)

■連雲港市母子保健院(2002)

■灌雲県沂北衛生院(1996)

■灌南県大北·康渡両村水道整備(1997)

■濱海県新港郷橋梁(1998)

■塩城市身障児童リハビリセンター(2001)

■南通市南通特殊教育センター(2010)

■江陰市連携公衆衛生計画(2011)

■淮安市飲料水改善(1991)

■淮安市徐溜中学校(2001)

■淮安市大気汚染観測預報システム(2015)

■無錫市レイオフ女性労働者再就職センター(1999)

■無錫市恵山区鉄路橋村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■無錫市恵山区前洲街道鉄路橋村農業高付加価値化(2014）

■泰州市特殊教育学校(1998)

■泰州市母子保健院(2001)

■宜興市丁蜀鎮浦南村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■南京市江浦県龍山村井戸堀(1994)

■江蘇省聾唖学校(1993)

■南京市身障児童家庭医療センター(1998)

■南京市社会福利院身障者リハビリセンター(2000)

■江蘇省聾唖児童リハビリセンター(2007)

■南京市六合区竹鎮鎮大泉村 
梅営組生活汚水処理(2013)

■揚州市高郵児童福利院(2000)

■揚州市天海職業技術学校(2006)

■宝応県白田幼稚園(1997)

■儀征市青山郷水道整備(1999)

国際協力機構（JICA）
中華人民共和国事務所

〒100004
北京市朝陽区東三環北路5号

北京発展大厦400号  
TEL: +86-10-6590-9250

URL: www.jica.go.jp/china/

在中国日本国大使館
〒100600

北京市朝陽区
亮馬橋東街１号  

TEL:+86-10-8531-9800
URL: www.cn.emb-japan.go.jp

在上海日本国総領事館
〒200336

上海市万山路8号  
TEL:+86-21-5257-4766
URL: www.shanghai.cn.

emb-japan.go.jp
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　JICAは日本のODA実施機関として、国際機関への資金の

拠出を除く、二国間援助の3つの手法「技術協力」「有償資金

協力」「無償資金協力」を一元的に担っています。

　世界最大規模の二国間援助機関であるJICAは、約100ヵ所

にのぼる海外拠点を窓口として、世界150以上の国と地域で

事業展開しています。

北

国際協力機構（JICA）中華人民共和国事務所 
および 在中国日本国大使館 周辺地図

南京市
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民

　これらの案件の中には、北京首都空港、北京市地下鉄（1号線、
13号線）、北京上下水道施設（第9浄水場、高碑店汚水処理場）、上
海浦東空港、重慶市モノレール、武漢長江第2大橋など、中国の
人々にとって既に身近になっている円借款プロジェクトが数多く
あります。また、北京の日中友好病院に代表されるような中国の
人々の暮らしの向上に直結するプロジェクトも無償資金協力及び
技術協力により行ってまいりました。

日本の経済協力は、日本国民の税金等を原資に、中国
の鉄道、道路、港湾、空港などのインフラの整備から農
村開発、環境保全、保健・医療の向上、教育・文化の振
興など幅広い分野で使われ、その対象は中国の全ての
省・自治区・直轄市に及んでいます。

　円借款については2007年12月に最後の新規供与を行うための交換
公文の署名が日中政府間でなされ、円借款は円満終了の運びとなりま
した。このような経済協力内容の変化は、中国が中国自身の努力により
経済発展を成し遂げた結果であり、その過程で我が国の援助が有効に
活用され中国の経済発展と日中協力に積極的役割を果たしたことは喜
ぶべきことです。また、今や中国自身も他の途上国に対して援助を積極
的に行っており、今後は日中双方が協力してアジア・アフリカ等の途上
国に援助を提供することについても日中間で対話を進めていくことが
できるまでになりました。

中国の経済発展に伴い、今日では経済協力内容も変化し、環
境や感染症等の問題の解決、日中両国民間の相互理解の増
進に資する分野等を重点に支援を行っております。

胡錦濤主席訪日時の日中首脳会談における発言（2008年5月）

　日本政府と日本国民が円借款等により、中国の近代化を支え
てくれたことに心から感謝。

胡錦濤主席の早稲田大学における講演（2008年5月）

　中国の近代化建設において、日本政府は中国に円借款協力を
提供し、中国のインフラ建設、環境保護、エネルギー開発、科学
技術の発展を支持し、中国の近代化建設を促進する上で積極的
な役割を果たしました。日本各界の方々はさまざまな形で中国
の近代化建設に暖かい支援を提供しました。大勢の日本の方々
が中日友好事業のために心血を注がれたことを、中国人民は永
遠に銘記していきます。

温家宝総理の国会における演説（2007年4月）

　中日友好関係の発展は、両国人民に確実な利益をもたらし
ました。中国の改革開放と近代化建設は日本政府と国民から支
持と支援を頂きました。これを中国人民はいつまでも忘れませ
ん。

　双方は、2008年に終了する日本の対中円借款が、中国の経済
建設及び経済面での日中協力に積極的役割を果たしたとの認
識で一致し、中国側はこのことに対して感謝の意を表明した。双
方は、協力して第三国に援助を提供する問題について対話を行
うことで一致した。 

温家宝総理訪日時の日中共同プレス発表（2007年4月）

　2008年5月に発生した四川大地震に対
し、海外からの初めての救援チームとして
日本の国際緊急援助隊救援チームが最も
早く中国に入り、救援活動を実施したほか、
日本政府は、緊急援助物資供与、医療チー
ムの派遣、追加の物資供与など、被災者へ
の救援活動を継続的に行いました。2011
年3月に発生した東日本大震災では、JICA
プロジェクトの中国側実施機関である中国
地震局が編成した中国の緊急援助隊が日
本に派遣されました。協力活動を通じた日
頃の関係強化が相互の助け合いにつな
がった好例といえます。

四川大地震に対する
国際緊急援助隊の派遣

日本の緊急援助隊チームによる
救援活動の様子

1978年に訪中した邓小平副総理（当時）と福田赳夫総理（当
時）。日本の対中国経済協力は1979年から開始された。

　この考えは、中国が改革・開放政策を打ち出して間もない1979年12月
に訪中した当時の大平正芳総理の演説で述べられています。（下の囲み
参照）まさに、このような考え方の下に、我が国は、1979年以来30年以上に
わたり中国に対する経済協力を実施してきました。その累計額は、約3兆
6461億円（交換公文ベース、中国人民元で約2852億元に相当）に上り
ます。

改革・開放政策を進める中国の更なる安定と発展、また、日中
両国の友好協力関係の更なる強化は、アジア・太平洋、ひい
ては世界の安定と発展にとり極めて重要です。

四川省涼山州で活動していた青年海外協力
隊員（日本語教師）   撮影：佐渡多真子

重慶モノレール建設事業

在湖南省开展工作的青年海外协力队员
（幼儿园教师）

はじめに

「世界の国々が貴国（中国）の近代化政策を祝福すべきもの
として受けとめているのは、この政策に国際協調の心棒が
通っており、より豊かな中国の出現がよりよき世界につなが
るとの期待が持てるからに外なりません。我が国が中国の近
代化に協力するとの方針を強く打ち出した所以も、我が国独
自の考え方に加えて、このような世界の期待に裏打ちされて
いるからであります。」

対中経済協力についての日本の考え方
（1979年12月7日、大平正芳総理（当時）の講演より抜粋）　
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研修員受入 人数 984 36,755
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シニア海外ボランティア 人数 2 32
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  (~2013年度)

■件数・人数
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事業形態　 2014年度
（新規および継続）

累 計
（1979-2014年度）

　 2014年度累 計
（1979-2014年度）

浙江省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計30件

上海市における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計8件

江蘇省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計33件

■上海市楊浦区社会福利院 (2010)

■上海市江橋老人ホーム(1992)

■上海市上海駅地区清掃車供与(1993)

■上海市に対するSARS予防治療(2003)

■上海市徐匯区星雨自閉症児童トレーニングセンター(2005)

■金華県湯渓鎮
　養老院(1996)

■永嘉県五尺郷
　前山道路(1998)

■縉雲県七里郷中心小学校(1995)

■縉雲県婦幼保健院(1996)

■開化県
　総合福利院
　(1997)

■開化県塘塢
　郷敬老院
　(2012)

■天台県南屏郷
　中学校(2002)

■遂昌県王村口中心衛生(2000)

■龍泉市安仁鎮分散型
　汚水処理場
　(2009)

■龍泉市小梅鎮
　中心衛生院
　(2005)

■景寧県畲族第一
　中学校(2000)

■景寧県畲族自治県
　母子保健院(1999)

■象山県身体障害者
　リハビリセンター
　(1995)

■舟山市定海区
　白泉老人ホーム
　(2001)

■青浦県任屯村上下水道改善
　(1992)

■松江県永福小学校再建
　(1991)

■徳清県婦幼保健院
　(1998)

杭州市

■臨安市青少年
　活動センター
　(2000)

■桐廬県
　婦幼保健院
　(1998)

■浦江県礼張中心
　小学校(1999)

■淳安県威坪鎮
　中心小学校
　(2000)

■蘭溪市蘭江
　福利院(2000)

■蘭溪市孟湖郷(李漁)
　中学校(2001)

■衢江区上方
　中心衛生院
　(2007)

■常山県輝埠鎮
　中学校(2002)

■衢州市災害
　救援センター
　(1999)

■浙江省農業庁地下排水
   試験田協力事業(1992)

■嘉興市身障者活動
　センター(1999)

■紹興市新昌県
　体育場(1997)

■江山市四都鎮
　生活汚水処理場
　(2010)

■瑞安市湖嶺鎮中学校(1997)

■温州市五鳳ショウ
　郷中学校(1994)

■上海市南匯桃源児童家庭保育
　サービスセンター
　(2007)

■徐州市銅山聾唖学校(1996)

■徐州市睢寧県精神病診療設備（2015）

■新沂市草橋鎮
　堰頭中心小学校
　(2004)

■新沂市馬陵山中心
　衛生院総合棟建設
　(2008)

■連雲港市贛楡県金山鎮公衆衛生計画(2011)

■連雲港市東海県南辰中心小学校(1996)
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■連雲港市母子保健院(2002)

■灌雲県沂北衛生院(1996)

■灌南県大北·康渡両村水道整備(1997)

■濱海県新港郷橋梁(1998)

■塩城市身障児童リハビリセンター(2001)

■南通市南通特殊教育センター(2010)

■江陰市連携公衆衛生計画(2011)

■淮安市飲料水改善(1991)

■淮安市徐溜中学校(2001)

■淮安市大気汚染観測預報システム(2015)
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■無錫市恵山区前洲街道鉄路橋村農業高付加価値化(2014）

■泰州市特殊教育学校(1998)

■泰州市母子保健院(2001)

■宜興市丁蜀鎮浦南村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■南京市江浦県龍山村井戸堀(1994)

■江蘇省聾唖学校(1993)

■南京市身障児童家庭医療センター(1998)

■南京市社会福利院身障者リハビリセンター(2000)

■江蘇省聾唖児童リハビリセンター(2007)

■南京市六合区竹鎮鎮大泉村 
梅営組生活汚水処理(2013)

■揚州市高郵児童福利院(2000)

■揚州市天海職業技術学校(2006)

■宝応県白田幼稚園(1997)

■儀征市青山郷水道整備(1999)
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至国貿橋

長城飯店
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　JICAは日本のODA実施機関として、国際機関への資金の

拠出を除く、二国間援助の3つの手法「技術協力」「有償資金

協力」「無償資金協力」を一元的に担っています。

　世界最大規模の二国間援助機関であるJICAは、約100ヵ所

にのぼる海外拠点を窓口として、世界150以上の国と地域で

事業展開しています。

北

国際協力機構（JICA）中華人民共和国事務所 
および 在中国日本国大使館 周辺地図

南京市
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上海市·江蘇省·浙江省
ODAマップ ODA PROJECT MAP IN 

SHANGHAI, JIANGSU, ZHEJIANG

民

　これらの案件の中には、北京首都空港、北京市地下鉄（1号線、
13号線）、北京上下水道施設（第9浄水場、高碑店汚水処理場）、上
海浦東空港、重慶市モノレール、武漢長江第2大橋など、中国の
人々にとって既に身近になっている円借款プロジェクトが数多く
あります。また、北京の日中友好病院に代表されるような中国の
人々の暮らしの向上に直結するプロジェクトも無償資金協力及び
技術協力により行ってまいりました。

日本の経済協力は、日本国民の税金等を原資に、中国
の鉄道、道路、港湾、空港などのインフラの整備から農
村開発、環境保全、保健・医療の向上、教育・文化の振
興など幅広い分野で使われ、その対象は中国の全ての
省・自治区・直轄市に及んでいます。

　円借款については2007年12月に最後の新規供与を行うための交換
公文の署名が日中政府間でなされ、円借款は円満終了の運びとなりま
した。このような経済協力内容の変化は、中国が中国自身の努力により
経済発展を成し遂げた結果であり、その過程で我が国の援助が有効に
活用され中国の経済発展と日中協力に積極的役割を果たしたことは喜
ぶべきことです。また、今や中国自身も他の途上国に対して援助を積極
的に行っており、今後は日中双方が協力してアジア・アフリカ等の途上
国に援助を提供することについても日中間で対話を進めていくことが
できるまでになりました。

中国の経済発展に伴い、今日では経済協力内容も変化し、環
境や感染症等の問題の解決、日中両国民間の相互理解の増
進に資する分野等を重点に支援を行っております。

胡錦濤主席訪日時の日中首脳会談における発言（2008年5月）

　日本政府と日本国民が円借款等により、中国の近代化を支え
てくれたことに心から感謝。

胡錦濤主席の早稲田大学における講演（2008年5月）

　中国の近代化建設において、日本政府は中国に円借款協力を
提供し、中国のインフラ建設、環境保護、エネルギー開発、科学
技術の発展を支持し、中国の近代化建設を促進する上で積極的
な役割を果たしました。日本各界の方々はさまざまな形で中国
の近代化建設に暖かい支援を提供しました。大勢の日本の方々
が中日友好事業のために心血を注がれたことを、中国人民は永
遠に銘記していきます。

温家宝総理の国会における演説（2007年4月）

　中日友好関係の発展は、両国人民に確実な利益をもたらし
ました。中国の改革開放と近代化建設は日本政府と国民から支
持と支援を頂きました。これを中国人民はいつまでも忘れませ
ん。

　双方は、2008年に終了する日本の対中円借款が、中国の経済
建設及び経済面での日中協力に積極的役割を果たしたとの認
識で一致し、中国側はこのことに対して感謝の意を表明した。双
方は、協力して第三国に援助を提供する問題について対話を行
うことで一致した。 

温家宝総理訪日時の日中共同プレス発表（2007年4月）

　2008年5月に発生した四川大地震に対
し、海外からの初めての救援チームとして
日本の国際緊急援助隊救援チームが最も
早く中国に入り、救援活動を実施したほか、
日本政府は、緊急援助物資供与、医療チー
ムの派遣、追加の物資供与など、被災者へ
の救援活動を継続的に行いました。2011
年3月に発生した東日本大震災では、JICA
プロジェクトの中国側実施機関である中国
地震局が編成した中国の緊急援助隊が日
本に派遣されました。協力活動を通じた日
頃の関係強化が相互の助け合いにつな
がった好例といえます。

四川大地震に対する
国際緊急援助隊の派遣

日本の緊急援助隊チームによる
救援活動の様子

1978年に訪中した邓小平副総理（当時）と福田赳夫総理（当
時）。日本の対中国経済協力は1979年から開始された。

　この考えは、中国が改革・開放政策を打ち出して間もない1979年12月
に訪中した当時の大平正芳総理の演説で述べられています。（下の囲み
参照）まさに、このような考え方の下に、我が国は、1979年以来30年以上に
わたり中国に対する経済協力を実施してきました。その累計額は、約3兆
6461億円（交換公文ベース、中国人民元で約2852億元に相当）に上り
ます。

改革・開放政策を進める中国の更なる安定と発展、また、日中
両国の友好協力関係の更なる強化は、アジア・太平洋、ひい
ては世界の安定と発展にとり極めて重要です。

四川省涼山州で活動していた青年海外協力
隊員（日本語教師）   撮影：佐渡多真子

重慶モノレール建設事業

在湖南省开展工作的青年海外协力队员
（幼儿园教师）

はじめに

「世界の国々が貴国（中国）の近代化政策を祝福すべきもの
として受けとめているのは、この政策に国際協調の心棒が
通っており、より豊かな中国の出現がよりよき世界につなが
るとの期待が持てるからに外なりません。我が国が中国の近
代化に協力するとの方針を強く打ち出した所以も、我が国独
自の考え方に加えて、このような世界の期待に裏打ちされて
いるからであります。」

対中経済協力についての日本の考え方
（1979年12月7日、大平正芳総理（当時）の講演より抜粋）　

協力実績

技術協力プロジェクト 件数 17 125

専門家派遣 人数 212 9,220

研修員受入 人数 984 36,755

開発調査 件数 - 212

青年海外協力隊 人数 19 794

シニア海外ボランティア 人数 2 32

草の根技術協力プロジェクト 件数 14 190

有償資金協力（借款契約ベース） 件数 0 367

技術協力 8.39億円 1,831.19億円

有償資金協力 － 33,165億円
 

  

無償資金協力(JICA担当分) 0.72億円 1398.33億円 
  (~2013年度)

■件数・人数

■金額

事業形態　 2014年度
（新規および継続）

累 計
（1979-2014年度）

　 2014年度累 計
（1979-2014年度）

浙江省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計30件

上海市における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計8件

江蘇省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計33件

■上海市楊浦区社会福利院 (2010)

■上海市江橋老人ホーム(1992)

■上海市上海駅地区清掃車供与(1993)

■上海市に対するSARS予防治療(2003)

■上海市徐匯区星雨自閉症児童トレーニングセンター(2005)

■金華県湯渓鎮
　養老院(1996)

■永嘉県五尺郷
　前山道路(1998)

■縉雲県七里郷中心小学校(1995)

■縉雲県婦幼保健院(1996)

■開化県
　総合福利院
　(1997)

■開化県塘塢
　郷敬老院
　(2012)

■天台県南屏郷
　中学校(2002)

■遂昌県王村口中心衛生(2000)

■龍泉市安仁鎮分散型
　汚水処理場
　(2009)

■龍泉市小梅鎮
　中心衛生院
　(2005)

■景寧県畲族第一
　中学校(2000)

■景寧県畲族自治県
　母子保健院(1999)

■象山県身体障害者
　リハビリセンター
　(1995)

■舟山市定海区
　白泉老人ホーム
　(2001)

■青浦県任屯村上下水道改善
　(1992)

■松江県永福小学校再建
　(1991)

■徳清県婦幼保健院
　(1998)

杭州市

■臨安市青少年
　活動センター
　(2000)

■桐廬県
　婦幼保健院
　(1998)

■浦江県礼張中心
　小学校(1999)

■淳安県威坪鎮
　中心小学校
　(2000)

■蘭溪市蘭江
　福利院(2000)

■蘭溪市孟湖郷(李漁)
　中学校(2001)

■衢江区上方
　中心衛生院
　(2007)

■常山県輝埠鎮
　中学校(2002)

■衢州市災害
　救援センター
　(1999)

■浙江省農業庁地下排水
   試験田協力事業(1992)

■嘉興市身障者活動
　センター(1999)

■紹興市新昌県
　体育場(1997)

■江山市四都鎮
　生活汚水処理場
　(2010)

■瑞安市湖嶺鎮中学校(1997)

■温州市五鳳ショウ
　郷中学校(1994)

■上海市南匯桃源児童家庭保育
　サービスセンター
　(2007)

■徐州市銅山聾唖学校(1996)

■徐州市睢寧県精神病診療設備（2015）

■新沂市草橋鎮
　堰頭中心小学校
　(2004)

■新沂市馬陵山中心
　衛生院総合棟建設
　(2008)

■連雲港市贛楡県金山鎮公衆衛生計画(2011)

■連雲港市東海県南辰中心小学校(1996)

■連雲港市第一人民病院東方病院(2007)

■連雲港市母子保健院(2002)

■灌雲県沂北衛生院(1996)

■灌南県大北·康渡両村水道整備(1997)

■濱海県新港郷橋梁(1998)

■塩城市身障児童リハビリセンター(2001)

■南通市南通特殊教育センター(2010)

■江陰市連携公衆衛生計画(2011)

■淮安市飲料水改善(1991)

■淮安市徐溜中学校(2001)

■淮安市大気汚染観測預報システム(2015)

■無錫市レイオフ女性労働者再就職センター(1999)

■無錫市恵山区鉄路橋村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■無錫市恵山区前洲街道鉄路橋村農業高付加価値化(2014）

■泰州市特殊教育学校(1998)

■泰州市母子保健院(2001)

■宜興市丁蜀鎮浦南村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■南京市江浦県龍山村井戸堀(1994)

■江蘇省聾唖学校(1993)

■南京市身障児童家庭医療センター(1998)

■南京市社会福利院身障者リハビリセンター(2000)

■江蘇省聾唖児童リハビリセンター(2007)

■南京市六合区竹鎮鎮大泉村 
梅営組生活汚水処理(2013)

■揚州市高郵児童福利院(2000)

■揚州市天海職業技術学校(2006)

■宝応県白田幼稚園(1997)

■儀征市青山郷水道整備(1999)
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　JICAは日本のODA実施機関として、国際機関への資金の

拠出を除く、二国間援助の3つの手法「技術協力」「有償資金

協力」「無償資金協力」を一元的に担っています。

　世界最大規模の二国間援助機関であるJICAは、約100ヵ所

にのぼる海外拠点を窓口として、世界150以上の国と地域で

事業展開しています。
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★…無償資金協力　■…円借款　●…技術協力

★
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★

上海拡大図

紹興市下水道整備
※主なプロジェクトのみ掲載

江蘇省婦幼保健院

道路交通管理
幹部訓練センター

上海現代金型
技術訓練センター

連雲港建設

（太倉市）
リプロダクティブヘルス
家庭保健研修センター

南京市上水道整備

蘇州市下水道整備

職業衛生能力強化
計画プロジェクト

都市廃棄物循環
利用推進プロジェクト

嘉興市下水道整備

安全生産科学
技術能力強化計画

杭州衢州高速道路建設

太湖水環境修復
モデルプロジェクト

ダムの運用管理能力向上
プロジェクト（陸埠ダム）

上海水産加工品
技術開発センター

国際和平
婦幼保健院

上海第六人民医院＆
全国救急人員訓練センター

持続的農業技術
研究開発計画（III)

上海浦東国際空港

通楡運河

税務行政改善支援プロジェクト、
税務行政管理プロジェクト

日中協力地震緊急救援
能力強化計画プロジェクト

杭州市下水道整備

  ワクチン接種体制
  整備計画
（江蘇省全域）

電話網整備
(上海市·江蘇省·
浙江省全域)

上海宝山区インフラ整備
（港湾施設·火力発電所）
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民

　これらの案件の中には、北京首都空港、北京市地下鉄（1号線、
13号線）、北京上下水道施設（第9浄水場、高碑店汚水処理場）、上
海浦東空港、重慶市モノレール、武漢長江第2大橋など、中国の
人々にとって既に身近になっている円借款プロジェクトが数多く
あります。また、北京の日中友好病院に代表されるような中国の
人々の暮らしの向上に直結するプロジェクトも無償資金協力及び
技術協力により行ってまいりました。

日本の経済協力は、日本国民の税金等を原資に、中国
の鉄道、道路、港湾、空港などのインフラの整備から農
村開発、環境保全、保健・医療の向上、教育・文化の振
興など幅広い分野で使われ、その対象は中国の全ての
省・自治区・直轄市に及んでいます。

　円借款については2007年12月に最後の新規供与を行うための交換
公文の署名が日中政府間でなされ、円借款は円満終了の運びとなりま
した。このような経済協力内容の変化は、中国が中国自身の努力により
経済発展を成し遂げた結果であり、その過程で我が国の援助が有効に
活用され中国の経済発展と日中協力に積極的役割を果たしたことは喜
ぶべきことです。また、今や中国自身も他の途上国に対して援助を積極
的に行っており、今後は日中双方が協力してアジア・アフリカ等の途上
国に援助を提供することについても日中間で対話を進めていくことが
できるまでになりました。

中国の経済発展に伴い、今日では経済協力内容も変化し、環
境や感染症等の問題の解決、日中両国民間の相互理解の増
進に資する分野等を重点に支援を行っております。

胡錦濤主席訪日時の日中首脳会談における発言（2008年5月）

　日本政府と日本国民が円借款等により、中国の近代化を支え
てくれたことに心から感謝。

胡錦濤主席の早稲田大学における講演（2008年5月）

　中国の近代化建設において、日本政府は中国に円借款協力を
提供し、中国のインフラ建設、環境保護、エネルギー開発、科学
技術の発展を支持し、中国の近代化建設を促進する上で積極的
な役割を果たしました。日本各界の方々はさまざまな形で中国
の近代化建設に暖かい支援を提供しました。大勢の日本の方々
が中日友好事業のために心血を注がれたことを、中国人民は永
遠に銘記していきます。

温家宝総理の国会における演説（2007年4月）

　中日友好関係の発展は、両国人民に確実な利益をもたらし
ました。中国の改革開放と近代化建設は日本政府と国民から支
持と支援を頂きました。これを中国人民はいつまでも忘れませ
ん。

　双方は、2008年に終了する日本の対中円借款が、中国の経済
建設及び経済面での日中協力に積極的役割を果たしたとの認
識で一致し、中国側はこのことに対して感謝の意を表明した。双
方は、協力して第三国に援助を提供する問題について対話を行
うことで一致した。 

温家宝総理訪日時の日中共同プレス発表（2007年4月）

　2008年5月に発生した四川大地震に対
し、海外からの初めての救援チームとして
日本の国際緊急援助隊救援チームが最も
早く中国に入り、救援活動を実施したほか、
日本政府は、緊急援助物資供与、医療チー
ムの派遣、追加の物資供与など、被災者へ
の救援活動を継続的に行いました。2011
年3月に発生した東日本大震災では、JICA
プロジェクトの中国側実施機関である中国
地震局が編成した中国の緊急援助隊が日
本に派遣されました。協力活動を通じた日
頃の関係強化が相互の助け合いにつな
がった好例といえます。

四川大地震に対する
国際緊急援助隊の派遣

日本の緊急援助隊チームによる
救援活動の様子

1978年に訪中した邓小平副総理（当時）と福田赳夫総理（当
時）。日本の対中国経済協力は1979年から開始された。

　この考えは、中国が改革・開放政策を打ち出して間もない1979年12月
に訪中した当時の大平正芳総理の演説で述べられています。（下の囲み
参照）まさに、このような考え方の下に、我が国は、1979年以来30年以上に
わたり中国に対する経済協力を実施してきました。その累計額は、約3兆
6461億円（交換公文ベース、中国人民元で約2852億元に相当）に上り
ます。

改革・開放政策を進める中国の更なる安定と発展、また、日中
両国の友好協力関係の更なる強化は、アジア・太平洋、ひい
ては世界の安定と発展にとり極めて重要です。

四川省涼山州で活動していた青年海外協力
隊員（日本語教師）   撮影：佐渡多真子

重慶モノレール建設事業

在湖南省开展工作的青年海外协力队员
（幼儿园教师）

はじめに

「世界の国々が貴国（中国）の近代化政策を祝福すべきもの
として受けとめているのは、この政策に国際協調の心棒が
通っており、より豊かな中国の出現がよりよき世界につなが
るとの期待が持てるからに外なりません。我が国が中国の近
代化に協力するとの方針を強く打ち出した所以も、我が国独
自の考え方に加えて、このような世界の期待に裏打ちされて
いるからであります。」

対中経済協力についての日本の考え方
（1979年12月7日、大平正芳総理（当時）の講演より抜粋）　

協力実績

技術協力プロジェクト 件数 17 125

専門家派遣 人数 212 9,220

研修員受入 人数 984 36,755

開発調査 件数 - 212

青年海外協力隊 人数 19 794

シニア海外ボランティア 人数 2 32

草の根技術協力プロジェクト 件数 14 190

有償資金協力（借款契約ベース） 件数 0 367

技術協力 8.39億円 1,831.19億円

有償資金協力 － 33,165億円
 

  

無償資金協力(JICA担当分) 0.72億円 1398.33億円 
  (~2013年度)

■件数・人数

■金額

事業形態　 2014年度
（新規および継続）

累 計
（1979-2014年度）

　 2014年度累 計
（1979-2014年度）

浙江省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計30件

上海市における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計8件

江蘇省における
草の根無償プロジェクト
2016年度まで計33件

■上海市楊浦区社会福利院 (2010)

■上海市江橋老人ホーム(1992)

■上海市上海駅地区清掃車供与(1993)

■上海市に対するSARS予防治療(2003)

■上海市徐匯区星雨自閉症児童トレーニングセンター(2005)

■金華県湯渓鎮
　養老院(1996)

■永嘉県五尺郷
　前山道路(1998)

■縉雲県七里郷中心小学校(1995)

■縉雲県婦幼保健院(1996)

■開化県
　総合福利院
　(1997)

■開化県塘塢
　郷敬老院
　(2012)

■天台県南屏郷
　中学校(2002)

■遂昌県王村口中心衛生(2000)

■龍泉市安仁鎮分散型
　汚水処理場
　(2009)

■龍泉市小梅鎮
　中心衛生院
　(2005)

■景寧県畲族第一
　中学校(2000)

■景寧県畲族自治県
　母子保健院(1999)

■象山県身体障害者
　リハビリセンター
　(1995)

■舟山市定海区
　白泉老人ホーム
　(2001)

■青浦県任屯村上下水道改善
　(1992)

■松江県永福小学校再建
　(1991)

■徳清県婦幼保健院
　(1998)

杭州市

■臨安市青少年
　活動センター
　(2000)

■桐廬県
　婦幼保健院
　(1998)

■浦江県礼張中心
　小学校(1999)

■淳安県威坪鎮
　中心小学校
　(2000)

■蘭溪市蘭江
　福利院(2000)

■蘭溪市孟湖郷(李漁)
　中学校(2001)

■衢江区上方
　中心衛生院
　(2007)

■常山県輝埠鎮
　中学校(2002)

■衢州市災害
　救援センター
　(1999)

■浙江省農業庁地下排水
   試験田協力事業(1992)

■嘉興市身障者活動
　センター(1999)

■紹興市新昌県
　体育場(1997)

■江山市四都鎮
　生活汚水処理場
　(2010)

■瑞安市湖嶺鎮中学校(1997)

■温州市五鳳ショウ
　郷中学校(1994)

■上海市南匯桃源児童家庭保育
　サービスセンター
　(2007)

■徐州市銅山聾唖学校(1996)

■徐州市睢寧県精神病診療設備（2015）

■新沂市草橋鎮
　堰頭中心小学校
　(2004)

■新沂市馬陵山中心
　衛生院総合棟建設
　(2008)

■連雲港市贛楡県金山鎮公衆衛生計画(2011)

■連雲港市東海県南辰中心小学校(1996)

■連雲港市第一人民病院東方病院(2007)

■連雲港市母子保健院(2002)

■灌雲県沂北衛生院(1996)

■灌南県大北·康渡両村水道整備(1997)

■濱海県新港郷橋梁(1998)

■塩城市身障児童リハビリセンター(2001)

■南通市南通特殊教育センター(2010)

■江陰市連携公衆衛生計画(2011)

■淮安市飲料水改善(1991)

■淮安市徐溜中学校(2001)

■淮安市大気汚染観測預報システム(2015)

■無錫市レイオフ女性労働者再就職センター(1999)

■無錫市恵山区鉄路橋村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■無錫市恵山区前洲街道鉄路橋村農業高付加価値化(2014）

■泰州市特殊教育学校(1998)

■泰州市母子保健院(2001)

■宜興市丁蜀鎮浦南村高度処理型合併浄化槽(2009) 

■南京市江浦県龍山村井戸堀(1994)

■江蘇省聾唖学校(1993)

■南京市身障児童家庭医療センター(1998)

■南京市社会福利院身障者リハビリセンター(2000)

■江蘇省聾唖児童リハビリセンター(2007)

■南京市六合区竹鎮鎮大泉村 
梅営組生活汚水処理(2013)

■揚州市高郵児童福利院(2000)

■揚州市天海職業技術学校(2006)

■宝応県白田幼稚園(1997)

■儀征市青山郷水道整備(1999)
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　JICAは日本のODA実施機関として、国際機関への資金の

拠出を除く、二国間援助の3つの手法「技術協力」「有償資金

協力」「無償資金協力」を一元的に担っています。

　世界最大規模の二国間援助機関であるJICAは、約100ヵ所

にのぼる海外拠点を窓口として、世界150以上の国と地域で

事業展開しています。
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